













































て明らかにされている（Dumdum et al., 2002；
Barling et al., 1996；Howell & Avolio, 1993；






てはまるとは言えない（Kirkman et al., 2009；








































いる（House et al., 2004；Chhokar et al., 2007；











ただし Hofstede et al.（2010）によって，従業
員の満足度や生産性などに対するリーダーの行動
の有効性が，国民性に強く左右されることが示










































































































されている（Dumdum et al., 2002；Barling et 
al., 1996；Howell & Avolio, 1993；Yammarino & 

































































Henningsen & Smith, 1999）， 組 織 市 民 行 動
（Podsakoff et al., 2000），主体的行動（Martin, 
Liao & Campbell, 2013）などのアウトプット要
因に負の影響を与えることを指摘している。















































































































































































































ている（Shin & Zhou, 2003；Euwema, Wendt & 






（Clugston, Howell & Dorfman, 2000）。ここで言
う権力格差志向とは，社会レベルの文化的価値観
である権力格差とは異なり，個人レベルの価値観








究（Hofstede, 2001；Kirkman, Lowe & Gibson, 




































































































































（1992）が用いた MLQ（Multifactor Leadership 






Wendt ＆ van Emmerik（2007）が用いた 7 項目
の質問項目を用いた。これは Litwin & Stringer

















プ（r ＝ 0.53, p ＜ 0.01），指示型リーダーシップ
（r ＝ 0.53, p ＜ 0.01），自己決定感（r ＝ 0.58, p ＜
0.01），権力格差志向（r ＝ 0.32, p ＜ 0.01）と有
意な正の相関関係がある。また，自己決定感は，
変革型リーダーシップ（r ＝ 0.38, p ＜ 0.01），指
示型リーダーシップ（r ＝ 0.34, p ＜ 0.01），権力
格差志向（r ＝ 0.33, p ＜ 0.01）と有意な正の相関
関係がある。そして，権力格差志向は，変革型
リーダーシップ（r ＝ 0.43, p ＜ 0.01），指示型リー
表 1　変数の記述統計および相関分析
平均値 標準偏差 α 1 2 3 4 5 6 7 8 9
1 性別（ダミー変数 男：1　女：0） 0.61 0.53
2 年齢 31.79 6.43 -0.01 
3 役職（ダミー変数 一般：1　管理：0） 0.74 0.44 -0.01 -0.15*
4 学歴（ダミー変数 大学院：1　大学院以外：0） 0.08 0.27 0.09  0.02  0.05
5 在籍期間（ダミー変数 5年以上：1 5 年以下：0） 0.48 0.50 0.07  0.47** -0.13* -0.07 
6 変革型リーダーシップ 3.50 0.60 0.87 -0.09 -0.01  0.07 -0.03 -0.10 
7 指示型リーダーシップ 3.62 0.57 0.71 -0.05 -0.03 -0.01 -0.08 -0.03 0.60**
8 自己決定感 3.70 0.69 0.77 0.02  0.00 -0.04 -0.02 -0.02 0.38** 0.34**
9 権力格差志向 3.13 0.69 0.82 -0.02 -0.03 -0.05 -0.06 -0.02 0.43** 0.41** 0.33**
10 創造的行動 3.68 0.54 0.87 0.02 -0.03 -0.04 -0.04 -0.03 0.53** 0.53** 0.58** 0.32**
注：*p ＜ 0.05，**p ＜ 0.01
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が有意であることが分かる（r2 ＝ 0.17, p ＜ 0.01）。
また，変革リーダーシップ（β ＝ 0.28, p ＜ 0.01）











（r2 ＝ 0.35, p ＜ 0.01）。また，変革型リーダーシ
ップ（β ＝ 0.34, p ＜ 0.05）および指示型リーダー
シップ（β ＝ 0.32, p ＜ 0.01）は，いずれも創造的
行動に対して有意な正の関係を示した。
モデル 2 は，モデル 1 に加え，自己決定感を独
立変数として投入した。決定係数は有意である
（r2 ＝ 0.49, p ＜ 0.01）。また，自己決定感は創造
的行動との有意な正の関係を示した（β ＝ 0.40, p
＜ 0.01）。さらに，変革型リーダーシップと創造
的行動は，有意な正の相関を示したものの，モデ
ル 1 の場合よりもそのβ 値は低下している（β ＝
0.23, p ＜ 0.01）。同様に，指示型リーダーシップ
と創造的行動の関係も，有意な正の相関を示した
ものの，モデル 1 の場合よりもそのβ 値は低下






性別（ダミー変数 男：1　女：0）  0.05 
年齢  0.00 
役職（ダミー変数 一般：1　管理：0） -0.06 
学歴（ダミー変数 大学院：1　大学院以外：0）  0.00 
在籍期間（ダミー変数 5 年以上：1　5 年以下：0）  0.00 
変革型リーダーシップ  0.28**
指示型リーダーシップ  0.17* 
R2  0.17 
調整済み R2 乗  0.15 
F  7.70**
注：表中には，標準化係数を示している。
*p ＜ 0.05，*p ＜ 0.01
表 3　創造的行動を従属変数とした重回帰分析の結果
モデル 1 モデル 2
性別（ダミー変数 男：1　女：0）   0.07   0.05 
年齢  -0.03  -0.03 
役職（ダミー変数 一般：1　管理：0）  -0.06  -0.04 
学歴（ダミー変数 大学院：1　大学院以外：0）   0.00   0.00 
在籍期間（ダミー変数 5 年以上：1　5 年以下：0）   0.01   0.01 
変革型リーダーシップ   0.34**   0.23** 
指示型リーダーシップ   0.32**   0.25** 
自己決定感   0.40** 
R2   0.35   0.49 
調整済み R2 乗   0.34   0.47 
F 20.64** 31.08**
注：表中には，標準化係数を示している。








は有意であり（r2 ＝ 0.19, p ＜ 0.01），変革型リー
ダーシップ（β＝0.23, p＜0.01）および指示型リー
ダーシップ（β ＝ 0.14, p ＜ 0.05）は，いずれも自
己決定感と有意な正の関係にあることが明らかと
なった。また，権力格差志向も自己決定感と有意
な正の関係を示した（β ＝ 0.18, p ＜ 0.01）。




0.21, p ＜ 0.01），変革型リーダーシップ（β ＝ 0.20, 
p ＜ 0.01），指示型リーダーシップ（β ＝ 0.18, p ＜
0.05），権力格差志向（β ＝ 0.17, p ＜ 0.01）のいず
れも自己決定感と有意な正の関係を示した。加え
て，変革型リーダーシップと権力格差志向の交差
項は，有意な負の関係（β ＝ -0.16, p ＜ 0.05）を，
指示型リーダーシップと権力格差志向の交差項は


































モデル 1 モデル 2
性別（ダミー変数 男：1　女：0）  0.05  0.05
年齢  0.01  0.02
役職（ダミー変数 一般：1　管理：0） -0.04 -0.05
学歴（ダミー変数 大学院：1　大学院以外：0）  0.00  0.00
在籍期間（ダミー変数 5 年以上：1　5 年以下：0）  0.00  0.00
変革型リーダーシップ  0.23**  0.20**
指示型リーダーシップ  0.14*  0.18*
権力格差志向  0.18**  0.17**
変革型リーダーシップ×権力格差志向 -0.16*
指示型リーダーシップ×権力格差志向  0.15*
R2  0.19  0.21
調整済み R2 乗  0.17  0.18
F  7.88**  6.84**
注：表中には，標準化係数を示している。
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